
別紙 欄に記入してください
１　事業の概要

（１）事業所の名称　
（２）事業所の所在地

（３）業種

２　計画の期間

　　

温室効果ガス削減実施状況報告書

開発肥料株式会社　竹原工場広島県竹原市福田町東新畑２９５番地その他の化学肥料製造業（１６１９）
　本計画の期間は，平成２４年度を基準年度とし，平成２５年度から平成２９年度までの　５年間とする。



３　温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標の達成状況

　 《排出量を削減目標とする場合》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　単位：排出量（t-CO2），削減率（％）平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成　　年度 平成　　年度 平成　　年度

実績に対する自己評価※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100
　《原単位を削減目標とする場合》

　　原単位算定に用いた指標： 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成　　年度 平成　　年度0.5004 0.4241 0.4747-2.1 13.5 3.2
0.5004 0.4241 0.4747-2.1 13.5 3.20.1852 0.1579 0.17740.5 15.2 4.7実績に対する自己評価※　削減率(c)＝((b)-(a))/(a)×100　　削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100

エネルギー消費原単位（原油換算kl） 0.1862 0.17695.0

温室効果ガスみなし排出量

5.0フロン類温室効果ガス排出量総計 0.4903 0.4658

温室効果ガス実排出量総計

上段：目標（b）下段：削減率（c）生産量 （ ｔ ）

平成29年度上段：見込量（b）

非エネルギー起源CO2メタン

目標年度

平成29年度温室効果ガスの種類 基準年度の実績（a） 目標年度エネルギー起源CO2 0.4903 0.46585.0

メタン一酸化二窒素フロン類

平成27年度エネルギー起源CO２原単位は、基準年度に比べて年3.2％の削減となった。エネルギー消費原単位（原油換算kl）においても基準年度に比べて4.7％の削減となった。
一酸化二窒素

計画期間の実績（上段:原単位実績(ｄ)，下段：削減量の対基準年度比（e）)

非エネルギー起源CO2
基準年度実排出量（a）温室効果ガスの種類 下段：削減率（c） 計画期間の実績（上段:実排出量(ｄ)，下段：削減量の対基準年度比（e）)エネルギー起源CO2



４　温室効果ガスの排出の抑制に係る具体的な取組の実施状況

　○　温室効果ガスの排出抑制に向けた取組み

1

2

3

○　温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組み（環境価値の活用等）

1

2

3

○　その他の取組み

1

2

3 ※　環境に配慮した実践的な取組みなどをされていれば記入してください。
具体的な取組み・両面コピー、再利用紙の使用推進。・使用量集計表を毎月掲示。・環境目標説明会を開催し、目標を周知。コピー用紙使用量削減 コピー用紙使用量目標を前年度実績を基に毎年設定し、削減に取り組んでいる。 ・グリーン調達率集計表を毎月掲示。・環境目標説明会を開催し、目標を周知。事務用品グリーン調達の推進 グリーン調達率目標75％以上。

項　目 削減量等

種　　類 合計量

・平成27年度に水銀灯33灯を高効率照明(ｾ　ﾗﾐｯｸﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞﾗﾝﾌﾟまたは高圧ﾅﾄﾘｳﾑﾗﾝﾌﾟ)　へ変更した。変更数量は屋内18個、屋外　15個。・電力ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置を制御室に設置し、　電力消費の多い時間帯の調査を継続中。・昼休憩及び夜間の不要照明消灯。・空調温度の管理　(夏季:室温28℃,冬季:室温20℃)

具体的な取組み・焼成熱風炉の最適空気比の設定。・平成27年度も前年度に引続き、焼成炉内　部の補修を実施し、燃焼効率を維持させ　た。・肥料原料となる多様な石炭灰の特性に　合わせた製造(最適焼成温度管理)を実　施した。ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量(灯油､軽油､電力)のCO2原単位は基準年度に対し、・平成25年度：2.1％増加。・平成26年度：13.5％減少。・平成27年度：3.2％減少。電気使用量の削減
燃料使用量の削減

項　目 削減量等


